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　水鳥工業の製品デザイン、技術の多様
化・多角化は計画的に行われたものでは
なく、デザインや木材加工業など各業種
とのコラボレーションにより、互いの強
みを集結させて出来上がったもので
あった。それは経営者の方のアドバイス
を受けて実行する力、やってみようとい
う姿勢から結果的にブランド構築に
なっていた。
　このような他業種や他企業とのコラ
ボレーションにより、今までになかった
新しい下駄を生産することができる。「驚
くものを作る企業」という水鳥工業のイ
メージができあがっている。

　水鳥の新しい商品の提案は、和装でし
か履かない、靴擦れをするというこれまで
の下駄の典型的固定概念を覆す新鮮な
ものである。なぜなら水鳥の下駄は改良
や新開発をする中でも、様々な装いに
フィットするファッション性と履くほどに
足になじむ履き心地は絶対に外さないよ
うにしているからである。
　水鳥の下駄はスタイリッシュで、下駄の
伝統的な美しさは残しつつ、洋服にも合
うデサインとなっている。また、木の形状
が足の形にフィットするように作られてい
ることから、歩いていても疲れない。海外
（アメリカ・フロリダ州）では、わざわざ遠
方から買い求めるお客様がいるほどであ
る。また、足腰の弱ったお年寄りが水鳥
の下駄でスムーズに歩けるようになった
話もある。
　新しい形の下駄を提案することで、新
しいライフスタイルの提案を行っている。

　確実に売れる見込みのあるもだけを作
るのではなく、その企業の作りたいもの
を作るという、本来のものづくりの姿勢
が水鳥工業にはある。
　時代に柔軟に対応する姿勢の一方で、
サイズやデザイン展開では自社オリジナ
ルを追求している。世界進出していく際も
自社オリジナル商品のまま提供をし、受
け入れられている。
　「水鳥ブランド」がより消費者に受け入
れられることをこれから期待したい。
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他業種とのコラボレーション

下駄からのライフスタイル提案 水鳥工業の「ものづくり精神」
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デザイナーとのコラボレーション
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